
厚生労働科学研究費補助金 (認知症政策研究事業) 

分担研究報告書 

 

認知症ケアチーム・病棟看護師に対する AI支援システムの開発 

  

研究分担者 上村恵一  国家公務員共済組合連合会 斗南病院 精神科 医長 

谷向 仁  京都大学大学院医学研究科 人間健康科学系専攻 准教授 

井上真一郎 岡山大学病院精神科神経科 助教 

榎戸正則  国立がん研究センター東病院 精神腫瘍科 医員 

研究要旨 AI システム支援を導入した新たな認知症教育プログラムの開発

を目的として開発した一般病棟での多職種による認知症対応教育研修プログ

ラムについて、前年度はその効果を検証した。結果として、2 施設（市立札

幌病院、筑波メディカルセンター）において、研修前と研修直後・3 か月後

での、①認知症及びケアの知識の変化、②認知症ケアの自信の変化等につい

て、いずれも有意な得点の上昇を認めた。今回、臨床的効果の予備的探索と

して、認知症対象プログラムを実施した看護師の所属する２病棟において、

プロラグム施行前後３ヶ月間に入退院した患者 1407名を対象に DPCデータを

用いて抗精神病薬や抗不安薬・睡眠薬の処方割合などの評価を行った。今後、

これらを指標として複数の病院でプログラムを実施し、さらなる検証をすす

めたい。また、コロナ禍であることを考慮し、今後はオンラインでの研修プ

ログラムを再構成していくことも検討していきたい。 

 

 

A．研究目的 
 一般病棟での多職種による認知症対応教育

研修プログラムの効果検証を行い、その結果

を基に、AI システム支援を導入した、新たな

教育プログラムの開発と試行を行う。 

 

 

B．研究方法 
すでに開発済みである認知症対応教育研修

プログラムの効果検証として、2 施設（市立

札幌病院、筑波メディカルセンター）でプロ

グラムを実施し、その前後 3 ヶ月間に入院し

た患者 1407名を対象として DPCの項目につい

て評価を行い、有効性が示唆される項目の抽

出を行う。 

（倫理面への配慮） 

医療者を対象とした教育プログラム開発で

あり、倫理面への配慮については問題ない

ものと考える。 

 

 

C．研究結果 
抗精神病薬の処方割合について、介入前が

6.3、介入後が 4.7と減少しており、オッズ比

は 0.71であった。また、抗不安薬・睡眠薬の

処方割合は介入前が 28.6、介入後が 27.2 で

あり、オッズ比は 0.90であった。 

 

 

D．考察 
我々が開発した認知症対応教育研修プログ

ラムは、少なくとも看護師を対象とした研修

会において、知識および自信の点で効果が得

られることが示されていたが、今回の臨床ア

ウトカムの探索的な検討では、抗精神病薬や

抗不安薬・睡眠薬の減少につながることが示

唆されており、看護師の対応力向上につなが

っている可能性がある。 

今後、これらの適切な評価も含めて、研修

会の開催施設をさらに増やして検討を行って

いく必要がある。そして、研修後に有効と考

えるプログラムの項目を詳細に検討し、AIに

よる支援システムへの導入をすすめていく。 

 

 

E．結論 
 我々の開発した認知症対応教育研修プログ

ラムは、看護師への知識と自信の向上、そし

て抗精神病薬や抗不安薬や睡眠薬の処方数減

少につながっており、臨床現場での種々のア



 

ウトカム改善に有用と考えられる。 

今後、多施設クラスターランダム化比較試

験を予定していたが、コロナ禍でもあり、今

後はオンラインでの研修プログラムなどの検

討を行っていく方針である。 
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H．知的財産権の出願・登録状況（予定を

含む。） 
1．特許取得 

 なし 

 

2．実用新案登録 

なし 

 

3．その他 

 特記すべきことなし 

 


